
 

 

 

 

 

 

 

打上小の取り組みの振り返り（学力向上・人権学習） 
本年度は学校目標を「夢中になって躍動し、共にたくましく生きる子どもの育成」とし、「本気

が出せる、実力が発揮できる学校」を目指して取り組んできました。 

【学力向上の取り組み】 
これからの未来は、急速な科学の進歩で、予測が困難な時代となります。人工知能の発達で、便

利で快適な未来となることでしょう。一方、今ある職業がなくなるなども考えられます。そのよう

な未来を生きるためには、受け身でいるのではなく、問題を見出したり、課題に自ら挑んだりする

能動的な資質が求められています。それを受けて学力の見直しも行われて、認知能力（数値で測れ

る学力）に加え、非認知能力（学び方、自発性、忍耐力などなど）も学力として捉えられています。 

 そこで、打上小で長年取り組んでいる「なかよし学習（課題解決のための学習過程）」による授

業に加えて、「児童進行型授業」に取り組みました。目的は、課題解決の流れを子ども自身が身に

つけること、子どもがタイムマネジメントを身につけることです。 

「児童進行型授業」とは、簡単に言うと児童の担当２名程度（輪番制）が、進行マニュアルをも

とに授業を進行し、その中で教師が手立てを講じていくものです。子どもたちは自ら授業を進めて

いるという実感をもち、授業での責任感を抱き、積極的に学習に向かうようになります。本年度は

算数科を中心に取り組みました。 

 子どもたちの姿からは、次のような効果が出てきています。『見通しをもって授業に向かってい

る、やる気や責任感が向上している、問題が何分ぐらいで解けそうかとか何分あればまとめられそ

うかなど自分達で決めることができるようになってきた、粘り強く取り組むようになったなど』ま

た、１２月に行われた佐賀県学力・学習状況調査（６年→国・社・算・理 ５・４年→国・算）で

は、全学年全教科で県平均を上回る結果となっています。もともと、学力は高い打上小ですが、細

かく見ていくと「知識・技能」より「思考・判断・表現」の方が高い数値を示していました。 

 以上の結果は、子どもたちの本気と、教職員が子どもたちに寄り添い、指導の手立ての工夫を絶

えず行っていたことが実を結んだ結果であると考えます。取り組みが子どもたちの姿をとおして、

目標に向かっていることを嬉しく思っています。 

【人権教育の取り組み】 
子どもたちが安心して過ごせる学校であること、将来に向けて人権意識を高めること等を目的に、

人権教育を行っています。 

右の写真は、人権擁護委員さんを招いての人権教室 

の様子です。この日は、宮越由貴奈さんの詩をもとに、 

命について学びました。 

 宮越由貴奈さんは、５年半にも及ぶ闘病生活の末、 

わずか１１歳で短い生涯を終えられています。この日 

取り上げられた「命」の詩では、病院で理科の勉強を 

して、その後書かれた詩です。 

 命を電池にたとえ、私の命が疲れたというまで精一 
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杯生きようという内容です。 

 この他にも人権集会や平和学習など取り組 

んできました。また、子どもたちにとって、 

一番身近な人権侵害であるいじめについて、 

年度当初にいじめ撲滅宣言を行い１年間の取 

り組みとしています。いじめがなくなること 

はありません。その都度、いじめ撲滅宣言に 

立ち返って、打上小の子どもたちが安心して 

過ごせるよう取り組んできました。 

いじめぼくめつ宣言 

【１年生】だれとでもなかよくあそびます。だれにでもあいさつをかえします。 

【２年生】このクラスから、えがおをあふれさせて、いじめをなくします。 

【３年生】だれにでもいやさしい言葉を使っていいきもちにします。 

【４年生】見逃さない、小さなことでも救います。 

【５年生】みんなが笑顔になるようなやさしい言葉を使い思いやりのあるクラスにします。 

【６年生】何事にも勇敢に立ち向かい一生の友達にしていきます。 

 

お願い・・・コロナ感染症対応について 
５月には５類へ引き下げるという国の指針が出ていますが、終息に向かっているとは思いづらい

現状です。保護者の皆様にお願いというのは、お子様やご家族が陽性となった場合の連絡について

です。 

指針が変更になり、濃厚接触者の認定は保健所や医療機関が行い、学校が判断するべきものでは

ありません。また、感染を経験した児童が多くなってきました。 

そこで、お子様やご家族が陽性となった場合は、その兄弟関係は濃厚接触者にあたるのか、すで

に陽性になった経験があるが登校可能か、ということを尋ねていただけないでしょうか。 

医療機関の判断を根拠に、登校可能か出席停止の判断をしたいと考えています。ご協力をよろし

くお願いします。 

 

◎新春読書感想文コンクール 

県特選  自由の部 １年 鳥越 響さん 

                
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年２月の主な行事予定 
１５日(水) 集金日  

２２日(水) 地区評議員会 
２４日(金) ６年生ありがとう集会 

      ６年学年末懇談会  

 

令和５年 3月の主な行事予定 
2 日(木) 全校集会 

６日(月) 午前中授業～１０日(金)まで 

１６日(木) ６年生修了式 

１７日(金) 卒業証書授与式 

２０日(月) １年～５年学年末懇談会 

２４日(金) 修了式 辞任式 

 

 

 

あいさつマスター  
（計６１名） 

【あいさつ賞状】あいさつ券１００枚達成（２８人） 

３年   伊藤 陽愛さん 松本 愛琉さん  

【あいさつ賞状】あいさつ券２００枚達成 

１年   小宮直子さん 

※ あいさつマスター、あいさつ賞状は申告制です。  
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